日本における複雑系経済学の展開 : マルチエージェントベースの経済学を中心に by 吉田 雅明
































－ 6 － 




















足しました。毎年秋に 1 日のコンファレンス、春に 2 日間の本大会があり、2005 年の大会は













































































－ 9 － 
入力刺激      満足化基準               出力 ON 
①提示された商品  自らの購入基準を上回ること        購入する 
②売上高      費用＋正常マークアップ分を上回ること   生産量を上方調整 
③今月の手取り   先月の手取りを上回ること         消費額を上方調整 


































X j ( t+1 )＝A j・F j (Σw ji X i ( t )－S j＋Z j ( t ), B j ) 
X j ( t ) ｔ期の第ｊグループの調整出力 
W ji 第ｊグループの入力として第ｉグループの出力を評価する際のウェイト 
S j 第ｊグループの満足化平均基準 
A j 最大調整量パラメータ 
F j (・,B j ) 最大・最小値を±1 とするシグモイド関数 





















－ 11 － 
う。途中で、（たとえ望んだとしても）最適化なんて実行できない人間が構成している経済シス
テムなのにどうしてなんとか動いているのだろう、と言いましたが、こうした社会の捉え方は
社会システムにとっての合理性の意味の反省へとつながります。「合理的である」ということは、
せいぜいが「まあ納得できる」「目をつぶっておける」くらいの意味しか、この巨大複雑な社会
システムの中では実際上持ち得ません。社会がある状態で安定的に活動していたとしても、そ
れをパレート最適な状態として理解してしまう経済学の「ものわかりの良さ」に、私はずっと
違和感を抱いてきました。紹介させていただいたのは、もっとざらざらした、理不尽な状態を、
もっと素直にモデル化できないか、という問いに対する私なりの答です。 
ただマルチエージェントベースの経済学を社会工学として一人前のものにするためには、こ
れをどうやって現実のデータとすりあわせてやるかという問題を解決しなければなりません。
現在、ローカルなシミュレーション、たとえば大病院の SARS 防疫システムの研究とか地域通
貨の流通モデルなどは進展していますが、これを経済システム全体を扱う学として成立させる
ためには乗り越えなければならない技術的なハードルがまだまだあります。最初に紹介しまし
た進化経済学会でも、どうすれば実証研究として軌道に乗せられるかがホットな話題になって
います。次の機会がありましたら、もっと先の地点での展望をご紹介できるよう、頑張りたい
と思います。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究会当日の朝、後海のほとりで 
